


クラブコスメチックス（当時中山太陽堂）の自社第１号製品「クラブ洗粉」は、 

明治39年に発売以来、110周年を迎えました。また、その発売100周年を記念 

して開設された当文化資料室も10周年となります。 

本企画展では、当社の美の原点である「クラブ洗粉」を取り上げ、創業者中山太一 

が指揮をとり、総合化粧品メーカーへ成長していったモダニズム期の当社の 

足跡を、商品の変遷などと共に展示しております。 

「クラブ洗粉」は発売から、約1年間で400万個を売り上げる大ヒット商品となり、会社 
の土台を築きます。続いて明治44年には英国より化粧品技師を招いて誕生した 
「英国式クラブ美身クリーム」のヒットにより大黒柱を築きました。そして戦略的に 
次々と品質優良な商品を発売し、総合化粧品メーカーへと成長していきます。 

※ （ ）内は発売年になります。画像は発売当時以外のものも含まれております。 

スキンケアの時代 
明治末～大正初期 

練製品 
発売開始 

乳化・揮発性 
製品 発売開始 

流行品の時代 
（メイク品） 
大正期 

進化系化粧品 
の時代 

大正末～昭和初期 

油性クリーム 
発売開始 

粉製品 
発売開始 

あらいこ 

クラブ白粉（明治43年） 

英国式クラブ美身クリーム 
（明治44年） クラブ乳液化粧水 

（大正2年） 

クラブほゝ紅 
（大正3年） 

クラブ洗粉（明治39年） 

クラブ口紅 
（大正12年） 

クラブワイズ 
※ 美白化粧水 

（大正12年） 

カテイフード 
※ 便利白粉 

（昭和2年） 
クラブコールドクリーム 

（昭和5年） 

クラブ淡泊クリーム 
（昭和5年） 

クラブ白粉錠カン入 
（大正12年） 

クラブキニーネ香水 
（大正2年） 





                      

 二、 進化するクラブ洗粉 ～品質へのこだわり～ 

中山太一は“本当に品質の良い商品をつくり真実を広告にすれば、すぐに売り広まる” 
という考えのもと、品質にこだわり改良を繰り返しました。お客様の満足の為に商品 
も進化しなければならないと、現状に満足する事なく、常に品質向上を目指しました。 
太一の品質への想いは、当時の商品パッケージや新聞広告に見ることができます。 

お客様本位に 繰り返しおこなった品質改良 

創業者の想いが記された（上左右部分）クラブ洗粉 パッケージ 裏 
（明治末） 

（上）クラブ洗粉の好評は品質本位が 
   理由であることをうたった新聞広告 

    大阪毎日新聞（明治43年04月10日） 

 
（左）クラブ洗粉の原料追加による 
   品質改良をうたった新聞広告 

    大阪毎日新聞（明治41年06月14日） 

① 品質の良い商品は 
  すぐに顧客を集める 
 
② クラブ洗粉の人気は 
  世間の信用を得ている 
  という証拠である 
 
③ 品質の良い商品の 
  偽りのない広告は 
  すぐに世間に広まる 

① ③ ② 



「年一年品質の進歩せる（左部分） 」と クラブ洗粉の進化をうたったポスター 
（明治43年頃） 





四、 広告にみる商品性 

中山太陽堂は、白粉が主流であった日本の化粧品市場に、白粉を綺麗につける為には 
「素顔の美を増す」事が必要であると広告で伝えています。クラブ洗粉はまさに女性の
素肌美をかなえる商品となり、更に多くの方に広まっていきます。 

クラブ洗粉 雑誌広告  
『女学世界』（明治42年10月01日発行） 

クラブ洗粉 広告はがき  
（明治末） 

クラブ洗粉 雑誌広告  
『婦人世界』（明治41年07月01日発行） 

クラブ洗粉 雑誌広告  
『女学世界』（明治41年06月01日発行） 



中山太陽堂は大正6年より、大阪市南区水崎町（現在のJR新今宮駅前）に本格的な近代 
工場を建設。世界最高水準の生産設計をもち、最新のコンベヤーシステムを採用する等、 
当時の化粧品工場としては東洋一と呼ばれました。 
商品の品質を支えた生産現場の様子を、記録写真に見ることが出来ます。 

中山太陽堂 本店・工場外観 
（大正期） 

クラブ洗粉の生産現場 
（昭和初期） 

オートメーション化された生産現場
（昭和初期） 

商品の荷積め 

商品の出荷 

クラブ洗粉の売場 
（明治末～大正期） 

次回の企画展は2017年春を予定しております。 

クラブ洗粉 小判筒入（昭和初期） 
※ 表紙の元デザイン 


